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商品 500 當店 500
當店 500 甲某 500
そして，當店勘定が省略された仕訳を示している。
（借方） （貸方）







借方（負債責任） 明治 年 月 日 貸方(資産權利)
資本金 1，000 現金 555
支拂手形 300 營業什器 原價 100

















現金 555 資本金 1，000
營業什器 100 支拂手形 300
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